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研究成果の概要（和文）：現代までの主要な寛容論を類型化することで、時代や文化を越えて適用可能な寛容論
を構築する可能性を模索した。類型化には限界もあるが、寛容の成立要件や内在的な矛盾にはある程度の共通性
があるため、１「哲学者の回廊」型、２「原理分析」型、３「リベラリズムの問い直し」型、４「歴史的範例」
型という四類型を抽出することが可能と判断された。また、20世紀の冷戦構造の発端を欧米のイランへの関与か
ら読み直し、1979年のイスラム革命から9.11を経て今日に至る21世紀の世界をグローバルな宗教対立の激化とい
う観点から再解釈した。イスラム社会では寛容の概念が中世的な枠組みで受容されていることも明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：By surveying major theories of toleration up to the present, I explored the 
possibility of constructing a theoretical typology of toleration that is applicable across time and 
cultures. Although there are limitations to the typology, I concluded that it is possible to extract
 four types: 1) the "philosophers’ corridor" type, 2) the "foundational analysis" type, 3) the "
reexamination of liberalism" type, and 4) the "historical exemplification" type. In addition, I 
revisited the Cold War structure in the 20th century and traced its origin to the West's involvement
 in Iran. This perspective allows me to view the development from the Islamic Revolution of 1979 to 
9/11 as a process of intensifying global religious conflicts. The study revealed that in Islamic 
societies the concept of toleration is understood and practiced within a medieval framework.

研究分野：神学・宗教学・アメリカ研究

キーワード： 寛容　宗教間対話　ピューリタニズム　イスラム　過激化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
寛容論は一方で現代リベラリズムの枢要徳と見なされながら、他方で特にイスラム圏を含む非西洋世界では近代
啓蒙思想の押しつけと受け取られており、容易に架橋しえない見解の対立がある。そのため、時代や文化の相違
を越えて適用可能な寛容論の類型は、異なる視座をもった人びとに共通の議論の土台を提供することができる。
従来の近代化論は宗教の衰退を歴史的必然と想定してきたが、これも現代世界の実情に背馳しており、その過激
化しやすい熱情を内在的に理解することの重要性も認識されるようになった。寛容論はいずれの文化においても
他者受容の前提とされており、その原理を深く理解できれば対立ではなく包含を奨励することに有益である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
今日のイスラーム原理主義は、ときに「イスラーム・ピューリタン」とも呼ばれてきた。こ
れは彼らがコーランの章句を歴史的文脈や全体的関連から切り離して強調するためであるが、
世俗的領域と宗教的領域を峻別しようとする西洋的な観点からすると、すべてのムスリムが原
理主義者であることになる。こうした点から、現代イスラームの社会思想は、西洋近代が構築
してきたリベラリズムの政教関係とは異なる理解を前提としていると考えられてきた。 
 しかし、17世紀のピューリタニズムもまた、民族移動による異文化や異宗教との折衝を経験
し、新大陸ではイスラーム法とも重なる祭政一致の体制を構成していたことが明らかになって
いる。宗教法による神聖政治的な支配形態も見られたピューリタニズムは、迫害する者とされ
る者という両方の立場を経験しつつ、やがてその宗教性の内部から良心の自由に基づく寛容の
原理を生み出していった。近年の思想史分野で特にこの変遷を辿った研究者は、シカゴ大学教
授のマーサ・ヌスバウムである。その著書『良心の自由――アメリカの宗教的平等の伝統』（原
著 2008年、邦訳は慶應義塾大学出版会刊）では、ピューリタニズムの歴史研究が哲学的な思想
史研究と結び合わされ、現代世界に求められるべき良心の自由と平等の権利という理念が追求
されている。 
いっぽう、今日のピューリタニズム研究も、昔日とは大きく異なった環境のもとに置かれて
いる。従来の研究は、アメリカとイギリスの両極で別々に進められる一国史的な研究で、しば
しばホイッグ的な進歩史観にくるまれていたが、近年はその両者を環大西洋システムの中で複
眼的かつ批判的に見ることが研究動向の主流となっている。それでも、欧米の研究者の視点は
英米史に偏りがちで、ピューリタニズムが辿った歴史を環大西洋域外部との思想史的な連関や
比較へと拡げることが少ない。ふりかえって日本国内の研究を見ると、これまではピューリタ
ニズムをヴェーバーの近代化理論との関係に重ねて論じてきた経緯があり、現代社会が直面す
る宗教的な自己主張の相克や公共空間における宗教の位置づけ自体を問う力学を生み出すに至
っていない。 
 こうした状況を克服するため、研究代表者は 2005年に研究分担者の岩井や竹澤らと共に「日
本ピューリタニズム学会」を設立し、国内での研究の発展に努めてきた。同学会はその後毎年
活発に定例研究会と年次大会を重ね、関西支部でも年に一度は研究会を開催してきた。その中
から生まれたのが、寛容論を媒介とする現代イスラームとの対話という主題である。 
 2017-20年度には、科研費基盤研究 (C) による研究「ピューリタニズムの寛容思想とその現
代的展開」を行い、ピューリタニズムが宿敵としていたカトリシズムとの折衝を経て寛容論へ
と転回する過程を探った。イスラーム寛容論との比較検討については、塩尻和子（東京国際大
学）を招いて比較討論の学会を開催し、さらにモロッコのアル・アカワーン大学における国際
会議に出席した際の考察を発表した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、このような先行研究に導かれつつ、歴史研究の視点と神学思想研究の視点と組み
合わせることで、ピューリタニズムのもつ内在的な論理を析出し、より一般的な宗教の信念形
態とその現実化として捉えることを目的とした。このような析出により、同様の信念形態をも
つ他宗教、特に現代イスラームとの実質的な対話の可能性を拓くことができると思われたから
である。したがって、本研究の核心をなす学術的な問いは、以下のようになる。「ピューリタニ
ズムがその歴史的発展過程において内発的に生み出した寛容論や良心の自由論は、現代イスラ
ームを含む宗教多元的な世界において、どの程度まで対話と共生に有効な参照枠を提供するこ
とができるか。」 
これを具体的な研究課題として分節化すれば、以下のようになる。 
１．寛容は、現代自由主義の中核概念であって、その適用範囲には政治的信念からライフス
タイルや個人的嗜好まで含まれるが、歴史的な由来からすればその対象はあくまでも宗教上の
異なる意見であった。現代社会が享受している「言論の自由」「出版の自由」「集会・結社の自
由」などの憲法上の諸権利も、17世紀のピューリタニズムに淵源をもっている。本邦ではこの
ような認識が希薄なので、これを歴史的にあとづけて明示することは、学術上の意義だけでな
く民主社会の育成にも貢献するところが大きい。 
 ２．本研究は、ピューリタニズム一般ではなく、その寛容論や良心論に注目し、現代の宗教
多元主義やイスラーム思想との比較検討を行う視座を得ることを目的としている。そのために
は、まず神学的視点から宗教的信念の内在的な理解を確実に捉え、次いでこれに歴史学や社会
思想史という外からの視点を加えることで、教義内容とその組織的具現化、すなわち思想とそ
の社会的現実形態との両面を統合的に解明する必要がある。このような研究は、神学・歴史
学・社会思想史という異なる観点から研究を重ねてきた三名の有機的な共同研究によってはじ
めて可能となる。 



 ３．本研究は、英米のピューリタニズム思想をネットワーク論やグローバル・ヒストリーを
視界に入れつつ解釈し、環大西洋域からアジアへの発展を模索する。本研究が計画するイスラ
ーム研究者との継続的討論は、現代社会が喫緊に必要としている宗教間の相互理解と相互尊重
を深め、国内外の緊張緩和に寄与することが期待できる。歴史研究にとどまらない現代的な問
いへの展開は、本研究の学術的な独自性であり創造性である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、ピューリタニズム寛容論の歴史的な変遷をあとづけ、そこから多文化共生の今日
的原理を析出しようとするものである。グローバル化の伸展に伴う現代イスラームの世界的拡
散は、公共空間の非宗教化という近代啓蒙のプロジェクトに重大な問いを投げかけているが、
実はこの問いは 17世紀に発する英米のピューリタニズムが辿った困難な対話の過程ときわめて
相似的である。ピューリタニズムは、これまで宗教的に不寛容と見なされてきたが、世俗的要
請からではなくまさにその宗教的信念から、寛容や良心の自由などの原理を内発的に生み出し
てきた。本研究は、その折衝と変容の過程を環大西洋的な思想史の枠組みで検証し、過激化す
る今日の宗教的対立に新たな参照枠を提供することを目指した。多文化が共生するためには、
従来のリベラリズムが要請してきた世俗的中立性を越えて、宗教に内在する論理の延長線上に
寛容論を展開し交差させることが不可欠だからである。 
 計画段階では、海外の主として２つの研究機関から研究者を招くか、本研究事業者が訪問す
ることを予定していたが、いずれもコロナ感染拡大によりまったく不可能となった。このう
ち、「宗教研究コンソーシアム」(ICRS=Indonesian Consortium for Religious Studies)は、インドネ
シアの国立イスラーム大学、ガジャマダ大学、デュタワチャナ・キリスト教大学の 3校が構成
する宗教間対話の研究センターである。その所長 Siti Syamsiyatun氏、理事で何度か来日して交
流もある Jeanny Dhewayani 氏や Bernard Adeney-Risakotta氏らの協力を仰ぐことが想定されてい
た。世界最大のムスリム人口を擁するインドネシアでは、諸宗教の多元的な共存が国家と社会
の重要な課題となっており、その知見に学ぶことは有意義と思われたからである。 
 また、「グローバルリベラルアーツ連盟」(GLAA=Global Liberal Arts Alliance)には、世界で 14
大学が所属している。イスラーム圏で具体的な共同討議の候補となるのは、すでに行政レベル
で親密な交流が存在し、所属する研究者が英語での学術交流に慣れているフォアマン大学（パ
キスタン）とカイロ・アメリカン大学（エジプト）の 2校であった。 
 これら海外の研究機関との交流が不可能となったため、共同研究は国内にシフトせざるを得
なかった。シンポジウムなどを開催する拠点は、主として「日本ピューリタニズム学会」であ
った。同学会は、これまでも関連する主題で研究会を重ねてきており、分野を異にする研究者
たちが共同で討議をするためのプラットフォームをすでに所有していたからである。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、主に以下の二点に成果があったと判断できる。 
 第一点は、現代までの主要な寛容論を類型化し、時代や文化を越えて適用可能な寛容論を構
築する可能性を模索したことである。類型化には限界もあるが、寛容の定義にまつわる成立要
件や内在的な矛盾にはある程度の共通性があるため、１「哲学者の回廊」型、２「原理分析」
型、３「リベラリズムの問い直し」型、４「歴史的範例」型という四類型を抽出することが可
能と判断された。このうち歴史的にもっとも多いのは第一の類型だが、これには近代啓蒙に特
有の誤解が内包されている。現代の寛容論では、第二の類型が寛容論全般の基礎的な準拠枠を
提供する点で評価され、第三の類型は特に西洋リベラリズムの欺瞞的な側面への批判として有
効である。第四の類型は、寛容の構想としてはごく控えめではあるが、具体的な歴史に範を取
るためもっとも現実的な提案と思われる。 
 第二点は、寛容と不寛容の原理的な考察と現代的な折衝例の研究である。研究代表者は、20
世紀の冷戦構造の発端を欧米のイランへの関与から読み直し、1979年のイスラーム革命から
9.11を経て 21世紀のグローバルな宗教対立が激化する過程を辿った。イランのイスラーム革命
は、アメリカにとって「起きるはずのなかった」革命である。それを引き起こしたのは、結局
のところ近代啓蒙の誤った世俗化論と、国内の福音派勢力の伸張を認知しようとしなかったア
メリカの知的抵抗感である。イスラーム神学の伝統に現世的な失敗を合理化する神義論の発達
が見られなかったことも、現代イスラーム思想の一部が過激化する歴史的な要因となった。ま
た、イスラーム社会では寛容が中世的な枠組みで受容されていることも留意されねばならな
い。 
 なお、研究代表者の専門はアメリカ研究なので、19世紀末から 20世紀初頭にかけてアメリ
カの黒人女性とクイア女性が経験した寛容と不寛容の実態をマサチューセッツ州の大学史に残
る資料で確認したことも、歴史的範例の検証としてたいへん有意義であった。ここにも、ピュ
ーリタニズムの歴史的な遺産と現代的な寛容理解の折衝の成果がうかがわれる。 
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